
　大学では教師と学生の双方向からの

授業も望まれている。学生の廃棄物に

対する意識と行動を知る目的も絡ませ

て、博士前期課程の学生に、廃棄物の

発生回避・抑制、リサイクルについて、

生活の中で実施していること、やろうと

思えばできること、実施するうえでの問

題点や改善点を発表させている。

　今年度、日常生活を対象とした学生

が13名いたが、発表内容をキーワード
的に紹介する。実施していることとやろ

うと思えばできることを区別せずにまと

めた。学生数は少ないが、過去2年の傾
向も類似したものであった。

　全員が、買い物でレジ袋を極力もら

わないとかマイバッグを持参するとして

いる。また、レジ袋をもらう場合は、ご

み袋や小物の整理用に利用するとする

学生もいる。マイバッグについては、予

定した買い物でないと持ち歩きにくいと

か、意識していないと忘れてしまうこと

も事実のようである。エコ袋の利用が

エコであるかどうかは、難しい議論と

する意見もあった。スーパーでアルバ

イトをしている学生によると、マイバッ

グ持参率はグループ全体で22％、アル
バイト先店舗で14％であり、社員やパー
トの人と家族連れの常連は、持参率が

高いとの印象だという。

　食べ物については3名がふれ、食べら
れるものは食べる、料理で野菜を無駄

がないように使う（女学生）のほか、自

分にできることは食べきることであると

した学生もいた。

　商品購入についても多くの学生がふ

れ、詰め替えができる商品・バラ売り

商品・量り売り商品を購入する、調理

済み商品の購入を控える、飲み物では

水道水を有効活用する（お茶や粉末の

利用）、割り箸をもらわない、無駄な買

い物をしない、賞味期限が長いものを

選ぶ、などがあった。量り売り商品や

詰め替えができる商品が少ないとの不

満もあった。

　意外なのは、紙に関するものが少な

く、両面印刷が1名、裏面利用が2名、
古紙回収の利用が1名であり、他の1名
は割付印刷の活用とデータ化した文章

の利用をあげている。ただし、前者に

ついては印字が見づらくなり書き込む

スペースが限られる、後者については

データ化した物はすぐに見ることが難し

いだけでなくPDF等では編集などがほ
とんど出来ないと述べ、積極的な実施

はしていないようである。

　発表するということで、たまにしかし

ないことを日常的にしているかのように

紹介した部分があることは否めないで

あろうことは理解していただきたい。
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